
幸手市立吉田小学校 学校だより ≪令和３年１０月１日１０月号≫

＜学校教育目標＞ ＜児童数＞
☆みんなと仲良くする子 にこにこ 男子 ２８名
☆こつこつ勉強する子 わくわく 女子 ３６名
☆しっかり運動する子 のびのび 合計 ６４名

本当のかっこよさとは？
校長 城崎 克恵

ようやくさわやかな晴れの日が続き、秋を感じる季節となりました。先日、校庭の木々の落ち

葉はきをしていると、休み時間に５年生の女子３人が私たちのところにやってきて草取りを手伝

ってくれました。誰かに言われたわけでもなく、私たちのそばにきて、黙々と草をとってくれた

この行動に感謝するとともに、自分たちでも何かしなくてはと考え、行動することができた心の

成長がとてもうれしかったです。ありがとうございます。

さて、いよいよ３日には運動会が行われます。本番に向け、毎日練習を頑張っていますが、個

人の種目や表現など自信をもって本番を迎えることができるように本気で取り組んでいますか。

みなさんは「鬼滅の刃」を知っていますか。とても人気のある漫画なので、映画を見た人も多

いことでしょう。凄まじい映像もありますが、主人公の炭治郎が妹の禰豆子を守るために懸命に

生きていく姿をかっこいいと思い、惹かれてしまうのではないでしょうか。では、なぜ炭治郎が

強くて、かっこいいのでしょうか。

炭治郎は、「思いやり」の心を持っているということです。「自分のため」だけではなく、「誰

かのために」という強い思いを持ち、どんな困難なことにも立ち向かい、乗り越えていきます。

また、誰にでも全力で応援することができる人でもあります。その行為がめぐりめぐって自分も

応援されるようになり、炭治郎をどんどん強くしていったのでしょう。

そして、炭治郎は「目の前の課題に真剣に取り組む」という姿勢です。炭治郎には妹を守るた

めの大きな目標があります。目標を達成する道のりは決して平坦ではなく、うまくいかなかった

り、壁にぶつかり、くじけそうになることもたくさんあります。でも、炭治郎は決してあきらめ

ません。今できないということは自分に力がないと自覚し、目の前の小さな目標を少しずつ達成

していくのです。努力を積み重ね、我慢や困難を乗り越えたからこそ、強い炭治郎となり、だれ

もがかっこいいいと思う主人公になっているのでしょう。

最後に、炭治郎は「素直であり、謙虚さを忘れない」ということです。人からのアドバイスを

素直に受け入れ、とりあえずやってみて、自分の力を蓄えていきます。できたことを自分の力で

成し遂げたというだけにせず、周りの人のおかげでもあるという感謝の気持ちを忘れず、謙虚さ

を持っています。

このように炭治郎の生き方が、かっこよく、感動し、自分もこんな風になりたいと思えるもの

になったのではないでしょうか。

「思いやり」学校では、クラスの仲間や吉田小の仲間たちのために、家族のために自分で何が

できるのか考え、自ら行動できる人になってほしいです。「目の前の課題に真剣に取り組む」学

力を伸ばすことや運動会のような学校行事を成功させるためには、すぐにあきらめるのではなく、

どのように努力していかなくてはいけないのか考え行動し、挑戦していってほしいです。「素直

であり、謙虚さを忘れない」学校では、吉田小に関わる先生や保護者、地域の方々がみなさんを

応援してくれていることを決して忘れてはいけません。本当のかっこよさとは内面からわきでて

くるものであり、吉田小のみなさんには、そんなかっこよさを持っている人になってくれること

を期待しています。 出典 『「鬼滅の刃」流強い自分のつくり方』

＜読書週間（１０月２７日から１１月９日）について＞
「読書週間」の源流は、大正１３年に、大量の出版物が消失した関東大震災からの復興期に、日本

図書館協会が図書文化の普及や良書の推薦などを目的として行事展開したことに由来します。一度は

廃止となりますが、昭和２２年の太平洋戦争終戦の２年後、まだ戦火の傷痕がいたるところに残って

いる中で、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と決意をし、出版社や書店、新聞やマス

コミも加わって、現在の「読書週間」が始まりました。それから７０年以上が経

過し、日本国民は世界有数の「本を読む国民」となりました。しかし、その背景

には、文部科学省の朝読の推進により、小中学生の読書時間は増加傾向にありま

すが、一方で大学生の読書時間は減少傾向にあると言います。若者の活字離れが

叫ばれる中で、吉田小学校では、１０・１１月を「ＧＯ ＴＯ キャンペーン月

間」とし、１０月は「ハロウィンすごろく」、１１月は「読書ビンゴ」を行って、

読書の奨励を図り、読書好きの子供達を育てていきます。

＜１０月・１１月の主な行事予定＞ ＜全校稲刈りが新聞記事になりました＞
10／３日（日）第３８回吉田小学校運動会 ９月１６日（木）の２・３校時にかけて、

４日（月）振替休業日 全校稲刈りが行われました。当日はＮＨＫ
５日（火）運動会予備日（以降次の日に順延） や埼東よ
６日（水）就学時健診、４時間授業 みうり、
７日（木）委員会活動 幸手市広
８日（金）社会科現地学習（３年） 報誌等か

１２日（火）第２回校内計算大会 らの取材
１３日（水）クラブ活動 を受けま
２０日（水）校外学習（１・２年） した。18
２６日（火）埼葛小学校体育授業研究会 日の埼玉
２７日（水）クラブ活動 新聞にも

記事が掲
11／１日（月）彩の国教育週間（～７日） 載されま

第２回校内漢字大会 した。
３日（水）文化の日
４日（木）避難訓練
６日（土）土曜授業日 薬物乱用防止教室

校内人権教育週間に係る公開道徳授業 ＜吉ボラ倶楽部の活動がありました＞
９日（火）１年生歯磨き教室 ９月１９日（日）に吉ボラ倶楽部の活動

１０日（水）委員会活動 がありました。教職員を含め、２０名程度
１１日（木）第２回吉田小学校運営協議会 の参加があり、除草や樹木の伐採・剪定と
１３日（土）資源回収（１４日も） いった作業を午前中いっぱい行いました。
１４日（日）県民の日 お陰様で美しい吉田小学校へと蘇りました。
１６日（火）校内持久走大会 ご協力ありがとうございました。
１７日（水）校内持久走大会予備日 クラブ活動
１８日（木）教育相談連絡会
１９日（金）おはなしの森
２３日（火）勤労感謝の日
２４日（水）５時間授業
２５日（木）開校記念日
２９日（月）校内書きぞめ競書会
３０日（火）個別面談 ５時間授業




